
9  5  No.855 No.855

平成平成1616年 

9  5  No.855  No.855 
 

平成平成1616年 

9  5  No.855 
平成16年 

 

勇気を出して、川へジャンプ！勇気を出して、川へジャンプ！ 
　　川の水は冷たかったよ　　川の水は冷たかったよ 
8月2020日　田宿川水辺探検隊日　田宿川水辺探検隊 

牛乳パックで船をつくったよ！ 
8月20日　田宿川水辺探検隊 

勇気を出して、川へジャンプ！ 
　　川の水は冷たかったよ 
8月20日　田宿川水辺探検隊 

特 集 特 集 介護の現場から

美しい街並みをみんなの手で！

公立・私立幼稚園の入園申請を受け付けます

秋の全国交通安全運動／家電製品のリサイクル

環境衛生週間／第38回富士市総合文化祭

介護の現場から

美しい街並みをみんなの手で！

公立・私立幼稚園の入園申請を受け付けます

秋の全国交通安全運動／家電製品のリサイクル

環境衛生週間／第38回富士市総合文化祭

介護の現場から

美しい街並みをみんなの手で！

公立・私立幼稚園の入園申請を受け付けます

秋の全国交通安全運動／家電製品のリサイクル

環境衛生週間／第38回富士市総合文化祭

介護の現場から

美しい街並みをみんなの手で！

公立・私立幼稚園の入園申請を受け付けます

秋の全国交通安全運動／家電製品のリサイクル

環境衛生週間／第38回富士市総合文化祭

介護の現場から

美しい街並みをみんなの手で！

公立・私立幼稚園の入園申請を受け付けます

秋の全国交通安全運動／家電製品のリサイクル

環境衛生週間／第38回富士市総合文化祭

介護の現場から

美しい街並みをみんなの手で！

公立・私立幼稚園の入園申請を受け付けます

秋の全国交通安全運動／家電製品のリサイクル

環境衛生週間／第38回富士市総合文化祭

介護の現場から

美しい街並みをみんなの手で！

公立・私立幼稚園の入園申請を受け付けます

秋の全国交通安全運動／家電製品のリサイクル

環境衛生週間／第38回富士市総合文化祭

介護の現場から

美しい街並みをみんなの手で！

公立・私立幼稚園の入園申請を受け付けます

秋の全国交通安全運動／家電製品のリサイクル

環境衛生週間／第38回富士市総合文化祭

介護の現場から

美しい街並みをみんなの手で！

公立・私立幼稚園の入園申請を受け付けます

秋の全国交通安全運動／家電製品のリサイクル

環境衛生週間／第38回富士市総合文化祭

介護の現場から

美しい街並みをみんなの手で！

公立・私立幼稚園の入園申請を受け付けます

秋の全国交通安全運動／家電製品のリサイクル

環境衛生週間／第38回富士市総合文化祭

介護の現場から

美しい街並みをみんなの手で！

公立・私立幼稚園の入園申請を受け付けます

秋の全国交通安全運動／家電製品のリサイクル

環境衛生週間／第38回富士市総合文化祭

介護の現場から

美しい街並みをみんなの手で！

公立・私立幼稚園の入園申請を受け付けます

秋の全国交通安全運動／家電製品のリサイクル

環境衛生週間／第38回富士市総合文化祭

介護の現場から

美しい街並みをみんなの手で！

公立・私立幼稚園の入園申請を受け付けます

秋の全国交通安全運動／家電製品のリサイクル

環境衛生週間／第38回富士市総合文化祭

介護の現場から

美しい街並みをみんなの手で！

公立・私立幼稚園の入園申請を受け付けます

秋の全国交通安全運動／家電製品のリサイクル

環境衛生週間／第38回富士市総合文化祭

介護の現場から

美しい街並みをみんなの手で！

公立・私立幼稚園の入園申請を受け付けます

秋の全国交通安全運動／家電製品のリサイクル

環境衛生週間／第38回富士市総合文化祭

介護の現場から

美しい街並みをみんなの手で！

公立・私立幼稚園の入園申請を受け付けます

秋の全国交通安全運動／家電製品のリサイクル

環境衛生週間／第38回富士市総合文化祭

介護の現場から

美しい街並みをみんなの手で！

公立・私立幼稚園の入園申請を受け付けます

秋の全国交通安全運動／家電製品のリサイクル

環境衛生週間／第38回富士市総合文化祭



（ 2 ）

特 集 特 集 

介
護
の
現
場
か
ら

介
護
の
現
場
か
ら 

介
護
の
現
場
か
ら 

九
月
の
第
三
月
曜
日
は
、

敬
老
の
日
。
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々

ふ
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は

「
介
護
」。
介
護
の
現
状
と
現

場
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

九
月
の
第
三
月
曜
日
は
、

敬
老
の
日
。
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々

ふ
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は

「
介
護
」。
介
護
の
現
状
と
現

場
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

九
月
の
第
三
月
曜
日
は
、

敬
老
の
日
。
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々

ふ
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は

「
介
護
」。
介
護
の
現
状
と
現

場
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

九
月
の
第
三
月
曜
日
は
、

敬
老
の
日
。
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々

ふ
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は

「
介
護
」。
介
護
の
現
状
と
現

場
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

九
月
の
第
三
月
曜
日
は
、

敬
老
の
日
。
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々

ふ
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は

「
介
護
」。
介
護
の
現
状
と
現

場
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

九
月
の
第
三
月
曜
日
は
、

敬
老
の
日
。
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々

ふ
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は

「
介
護
」。
介
護
の
現
状
と
現

場
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

九
月
の
第
三
月
曜
日
は
、

敬
老
の
日
。
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々

ふ
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は

「
介
護
」。
介
護
の
現
状
と
現

場
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

九
月
の
第
三
月
曜
日
は
、

敬
老
の
日
。
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々

ふ
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は

「
介
護
」。
介
護
の
現
状
と
現

場
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

九
月
の
第
三
月
曜
日
は
、

敬
老
の
日
。
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々

ふ
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は

「
介
護
」。
介
護
の
現
状
と
現

場
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

九
月
の
第
三
月
曜
日
は
、

敬
老
の
日
。
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々

ふ
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は

「
介
護
」。
介
護
の
現
状
と
現

場
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

九
月
の
第
三
月
曜
日
は
、

敬
老
の
日
。
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々

ふ
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は

「
介
護
」。
介
護
の
現
状
と
現

場
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

九
月
の
第
三
月
曜
日
は
、

敬
老
の
日
。
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々

ふ
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は

「
介
護
」。
介
護
の
現
状
と
現

場
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

九
月
の
第
三
月
曜
日
は
、

敬
老
の
日
。
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々

ふ
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は

「
介
護
」。
介
護
の
現
状
と
現

場
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

九
月
の
第
三
月
曜
日
は
、

敬
老
の
日
。
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々

ふ
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は

「
介
護
」。
介
護
の
現
状
と
現

場
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

九
月
の
第
三
月
曜
日
は
、

敬
老
の
日
。
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々

ふ
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は

「
介
護
」。
介
護
の
現
状
と
現

場
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

九
月
の
第
三
月
曜
日
は
、

敬
老
の
日
。
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々

ふ
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は

「
介
護
」。
介
護
の
現
状
と
現

場
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

九
月
の
第
三
月
曜
日
は
、

敬
老
の
日
。
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
は
年
々

ふ
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
は

「
介
護
」。
介
護
の
現
状
と
現

場
の
声
を
お
伝
え
し
ま
す
。

0

15

20

（％） 

平成13年度 平成14年度 平成15年度 

15.0

18.3

18.0

15.7
16.3

18.9
19.4

18.5 19.0

全　国 
静岡県 
富士市 

（各年度10月1日時点） 

高齢化率高
齢
者
の
い
る
世
帯
の
増
加

高
齢
者
の
い
る
世
帯
は
年
々
増
加
し
、
平
成

十
二
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
総
世
帯
の
約
三
割

強
に
上
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、

「
高
齢
者
同
居
世
帯
」
が
減
少
す
る
一
方
、「
高

齢
者
夫
婦
世
帯
」
や
「
高
齢
者
ひ
と
り
暮
ら
し

世
帯
」が
ふ
え
て
い
ま
す
。

人
ご
と
で
は
な
い
介
護
問
題

今
後
も
、
高
齢
化
率
の
増
加
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
介
護
や
支
援
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
は
ふ
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
、
介
護
さ
れ
る
、
ま
た
は
介
護
す
る
立
場

に
な
く
、
自
分
に
は
ま
だ
関
係
な
い
と
思
っ
て

い
る
人
も
、
決
し
て
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
六
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上

こ
と
し
八
月
一
日
現
在
、
富
士
市
の
人
口
は

約
二
十
四
万
三
千
人
。
こ
の
う
ち
六
十
五
歳
以

上
の
人
口
は
約
四
万
六
百
人
で
、
そ
の
割
合（
高

齢
化
率
）
は
十
六
・
七
％
。
市
民
の
約
六
人
に

一
人
が
高
齢
者
で
す
。
左
図
か
ら
、
富
士
市
が

ほ
か
の
市
町
村
に
比
べ
て
、
高
齢
化
率
が
低
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
進
ん
で
い
く
高
齢
社
会
に
向
け
て
、
高

齢
者
を
支
え
る
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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介
護
保
険
制
度
開
始
か
ら
今
ま
で
の
状
況
を

見
る
と
、
介
護
度
の
軽
い
人
が
著
し
く
増
加
し

て
い
ま
す
。

元
気
な
人
が
要
介
護
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ま

た
介
護
度
を
重
く
せ
ず
、
自
分
で
で
き
る
力
を

で
き
る
だ
け
維
持
す
る
よ
う
、
介
護
予
防
を
重

視
し
た
体
制
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

市
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
に
、

元
気
な
お
年
寄
り
を
対
象
に
し
た
、
脳
い
き
い

き
教
室
や
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
き

生
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
利
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、
介
護
保
険
認
定
者
の
半
数
以
上
が
痴

ほ
う
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
全
国

的
に
も
同
じ
状
況
に
あ
り
、
痴
ほ
う
性
高
齢
者

に
合
う
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
開
始
か
ら
五
年
目
を
迎
え
る

こ
と
し
は
、
介
護
保
険
見
直
し
の
年
で
す
。
こ

れ
か
ら
先
、
介
護
度
が
軽
い
高
齢
者
、
痴
ほ
う

性
高
齢
者
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
増
加
が
予

想
さ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
た
体
制
づ
く
り
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
現
在
の
介
護
保
険
は
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
人
の
た
め
の
制
度
で
す
。
今
後

は
、
こ
れ
か
ら
介
護
が
必
要
と
な
る
人
た
ち
も

視
野
に
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福祉保健部長

市川　聰
さとし

介護現場の声 介護現場の声 富士市の介護 富士市の介護 富士市の介護 社会環境が変化する中で、介護は社会全体の課題になっ
てきています。さて、富士市の現状はどうなのでしょうか。
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　認定者数　 
　施設サービス利用者数　 
　居宅サービス利用者数 

認定者に対する利用率 

65歳以上の高齢者の介護保険認定率 

平成12年10月 平成14年10月 平成16年 5 月 

1,757 2,583 3,299

7.95

78.33 74.46 78.17

11.01
12.51

社
会
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
る

社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
家
族
だ
け
で
高

齢
者
を
介
護
し
て
い
く
こ
と
が
、
難
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
高
齢
者

を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
に
、
平
成
十
二
年

四
月
か
ら
、
介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
介
護
保
険
認
定
者
数
は
毎
年
ふ
え
、
高
齢

者
の
約
七
人
に
一
人
が
、
介
護
認
定
を
受
け
て

い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
意
識
の
変
化

今
ま
で
、
介
護
は
家
族
が
行
う
も
の
で
、
他

人
の
世
話
に
な
る
の
を
た
め
ら
う
文
化
が
あ
り

ま
し
た
。
女
性
の
就
労
や
核
家
族
化
が
進
み
、

家
族
で
介
護
で
き
る
人
が
い
な
く
な
っ
て
き
た

と
い
う
状
況
も
あ
り
ま
す
が
、
介
護
保
険
制
度

が
始
ま
り
、
介
護
は
家
族
だ
け
で
行
う
も
の
と

い
う
意
識
が
、
だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
閣
府
調
査
に
よ
る
と
（
右
下
図
）「
介
護

を
受
け
た
い
場
所
」
と
し
て
、
施
設
で
の
介
護

を
望
む
人
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

「
家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
な
ど
、
家

介護保険認定者数とサービス利用数

族
を
気
遣
う
人
が
多
く
、
進
ん
で
施
設
介
護
を

望
む
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
一
〇
％
程

度
し
か
な
か
っ
た
以
前
の
数
値
と
比
べ
る
と
、

増
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
意
識
が
変
わ
っ

て
き
た
と
言
っ
て
も
、
ま

だ
他
人
が
家
に
入
る
こ
と

は
抵
抗
が
あ
る
よ
う
で
す
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち

訪
問
系
・
通
所
系
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
を
見
る
と
、

富
士
市
の
特
徴
が
わ
か
り

ま
す
。
全
国
的
に
は
、
そ

れ
ほ
ど
差
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
富
士
市
で
は
、
特
に

通
所
系
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

傾
向
が
強
い
よ
う
で
す
。

約
二
割
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
未
利
用

認
定
者
の
約
二
割
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
ま
せ
ん
。
平
成
十
四
年
一
月
の
高
齢

者
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
未
利
用
者

の
約
三
分
の
一
が
入
院
中
の
た
め
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
ほ
か
に
は
、
介
護
認
定

は
受
け
た
が
、
ま
だ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ほ

ど
で
は
な
い
と
い
う
人
や
、
家
族
が
介
護
し
て

く
れ
る
の
で
利
用
し
な
い
人
が
い
ま
し
た
。

可能な限り可能な限り 
自宅で介護を自宅で介護を 
受けたい受けたい 
        44.7%        44.7%特別養護老人特別養護老人 

ホームなどのホームなどの 
　介護保険施設　介護保険施設 
　　　　　　　　33.3%33.3%

可能な限り 
自宅で介護を 
受けたい 
        44.7%特別養護老人 

ホームなどの 
　介護保険施設 
　　　　33.3%

介護つき有料 
老人ホームや 
グループホー 
ムなど　9％ 

一概に言えない 
　　　　8.4％ 

わからない　4.6％ 

平成15年7月「内閣府調査」より 

富士市 

全　国 
訪問系サービス 通所系サービス そのほか 
30.330.3％ 34.734.7％ 35.035.0％ 

23.523.5％ 42.242.2％ 34.334.3％ 

30.3％ 34.7％ 35.0％ 

23.5％ 42.2％ 34.3％ 

平成16年5月「事業状況報告」より 

介護度が重くな
らないように

介護度が重くな
らないように

介護度が重くな
らないように
介護度が重くな
らないように
介護度が重くな
らないように
介護度が重くな
らないように
介護度が重くな
らないように
介護度が重くな
らないように
介護度が重くな
らないように
介護度が重くな
らないように
介護度が重くな
らないように
介護度が重くな
らないように
介護度が重くな
らないように

介護度が重くな
らないように

介護度が重くな
らないように

介護度が重くな
らないように
介護度が重くな
らないように

居宅サービス内容の富士市と全国の比較

介護を受けたい場所
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 デイサービス 
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グループホームグループホーム 
入所入所者の家族者の家族 
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入所者の家族 

介護サービス 
利用者の家族 

介護サービス介護サービス 
未利用者未利用者の家族の家族 

グループホーム 
入所者の家族 

 デイサービス 
 センターに勤務 

介護サービス介護サービス 
未利用者未利用者の家族の家族 

グループホーム 
入所者の家族 

介護サービス 
未利用者の家族 

グループホーム 
入所者の家族 

入所についてとても悩みました

杉山　昌
まさ

敏
とし

さん
（宇東川東町）

多くの皆さんが「介護は大変そう」と思っているのではないでしょうか。実際はどうなのでしょう。
では、実際に介護に携わる人たちの声をご紹介します。

私
の
父
は
、
十
年
ほ
ど
前
か
ら
手
助

け
が
必
要
に
な
り
、
今
は
何
を
す
る
に

も
介
護
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
目
が
見

え
ず
、
耳
も
聞
こ
え
な
い
た
め
、
意
志

の
疎
通
が
難
し
く
、
昼
間
は
、
ほ
と
ん

ど
居
間
の
い
す
に
座
っ
て
過
ご
し
て
い

ま
す
。

父
は
介
護
認
定
を
受
け
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

私
が
自
営
の
た
め
、
家
に
い
る
こ
と
も

あ
り
、
全
く
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

家族の手で介護してあげたい

で
も
、
介
護
は
や
は
り
大
変
で
す
。

例
え
ば
夜
、
父
は
ト
イ
レ
に
行
く
た
め

に
何
回
か
起
き
ま
す
。
そ
の
た
び
に
手

が
必
要
に
な
り
、
私
も
起
き
ま
す
。
こ

こ
数
年
、
朝
ま
で
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
か
に
も
、
ふ
ろ

に
入
れ
る
の
に
手
が
か
か
り
ま
す
。
入

浴
す
る
の
は
、
今
は
一
日
置
き
、
冬
は

三
日
に
一
度
の
割
合
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
十
日
に
一
度
く
ら
い
、
市
内
に

住
む
弟
が
、
入
浴
の
手
伝
い
に
来
て
く

れ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。

確
か
に
介
護
は
大
変
で
す
が
、
自
分

の
親
の
こ
と
な
の
で
、
面
倒
を
見
る
の

は
当
た
り
前
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

ケアマネジャーの家庭訪問ケアマネジャーの家庭訪問ケアマネジャーの家庭訪問ケアマネジャーの家庭訪問ケアマネジャーの家庭訪問ケアマネジャーの家庭訪問ケアマネジャーの家庭訪問ケアマネジャーの家庭訪問ケアマネジャーの家庭訪問ケアマネジャーの家庭訪問ケアマネジャーの家庭訪問ケアマネジャーの家庭訪問ケアマネジャーの家庭訪問ケアマネジャーの家庭訪問ケアマネジャーの家庭訪問ケアマネジャーの家庭訪問ケアマネジャーの家庭訪問自宅での介護自宅での介護自宅での介護自宅での介護自宅での介護自宅での介護自宅での介護自宅での介護自宅での介護自宅での介護自宅での介護自宅での介護自宅での介護自宅での介護自宅での介護自宅での介護自宅での介護 季節ごとの行事を楽しむデイサービスセンター季節ごとの行事を楽しむデイサービスセンター季節ごとの行事を楽しむデイサービスセンター季節ごとの行事を楽しむデイサービスセンター季節ごとの行事を楽しむデイサービスセンター季節ごとの行事を楽しむデイサービスセンター季節ごとの行事を楽しむデイサービスセンター季節ごとの行事を楽しむデイサービスセンター季節ごとの行事を楽しむデイサービスセンター季節ごとの行事を楽しむデイサービスセンター季節ごとの行事を楽しむデイサービスセンター季節ごとの行事を楽しむデイサービスセンター季節ごとの行事を楽しむデイサービスセンター季節ごとの行事を楽しむデイサービスセンター季節ごとの行事を楽しむデイサービスセンター季節ごとの行事を楽しむデイサービスセンター季節ごとの行事を楽しむデイサービスセンター

ク
モ
の
巣
を
張
り
め
ぐ
ら
す
よ
う
に

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
人
と
人
の
橋
渡

し
を
す
る
仕
事
で
す
。
お
年
寄
り
を
中
心

に
、
そ
の
家
族
や
利
用
し
て
い
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
所
、
主
治
医
、
地
域
の
人

な
ど
そ
の
人
を
取
り
巻
く
人
た
ち
と
、
ク

モ
の
巣
を
張
り
め
ぐ
ら
す
よ
う
に
か
か
わ

っ
て
い
き
ま
す
。
自
分
た
ち
で
で
き
る
力

を
奪
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
ど
の
程
度

援
助
し
た
ら
い
い
の
か
、
い
つ
手
を
差
し

伸
べ
た
ら
い
い
の
か
を
見
き
わ
め
る
難
し

さ
を
、
常
日
ご
ろ
感
じ
て
い
ま
す
。

ケアマネジャーと
して働く

藁
わら

間
ま

喜
き

見
み

さん
（中里）

人
と
人
の
橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す

こ
と
し
六
月
、
夫
の
母
が
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
（
痴
ほ
う
の
人
た
ち
が
共
同
生

活
す
る
施
設
）
に
入
り
ま
し
た
。
十
年

く
ら
い
前
か
ら
母
の
痴
ほ
う
が
始
ま
り
、

子
ど
も
が
成
長
す
る
の
と
反
対
に
、
後

退
し
て
い
く
の
が
目
に
見
え
て
わ
か
り

ま
し
た
。
得
意
だ
っ
た
編
み
物
も
、
そ

の
う
ち
編
み
方
さ
え
も
わ
か
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。
今
で
は
、
家
族
の
こ
と
も

認
識
で
き
ま
せ
ん
。

入
所
す
る
ま
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

井出　恵子さん
（蓼原）

利
用
し
な
が
ら
家
で
介
護
し
て
い
ま
し

た
。
母
の
痴
ほ
う
が
進
み
、
徘は

い

徊か
い

す
る

よ
う
に
な
り
、
介
護
に
手
の
か
か
る
一

方
、
私
の
体
調
が
悪
く
、
介
護
が
大
変

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
母
が

家
族
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
多
く
な
り
、

こ
の
ま
ま
だ
と
家
族
が
ば
ら
ば
ら
に
な

り
そ
う
で
し
た
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
一
週
間
ほ
ど
で
施

設
入
所
が
決
ま
り
ま
し
た
。
最
後
ま
で

家
で
介
護
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

た
の
で
、
入
所
後
も
し
ば
ら
く
は
、
こ

れ
で
よ
か
っ
た
の
か
と
と
て
も
悩
み
ま

し
た
。
で
も
今
で
は
、
母
が
施
設
で
穏

や
か
に
生
活
し
て
い
る
様
子
を
見
た
り
、

私
た
ち
家
族
の
状
況
を
考
え
た
り
す
る

と
、
入
所
し
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

（ 4 ）

介
護
に
対
す
る
よ
く
な
い
印
象

ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん
が
介
護
に
対
し
、

よ
い
印
象
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
介
護
し

て
る
」
と
言
え
ば
、「
偉
い
わ
ね
」
と
い
う

言
葉
が
返
っ
て
く
る
し
、「
介
護
し
て
も
ら

う
」
と
言
う
と
、「
自
分
は
も
う
だ
め
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
」
と
思
っ
て
し
ま
う
よ
う

で
す
。
年
を
と
れ
ば
、
介
護
は
だ
れ
に
で

も
必
要
に
な
り
ま
す
。
介
護
に
対
す
る
抵

抗
感
や
悪
い
印
象
を
変
え
た
い
で
す
ね
。

介
護
度
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
、
予
防

の
た
め
に
家
に
手
す
り
を
つ
け
た
り
、
つ

え
を
使
っ
た
り
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
介
護
へ
の
よ
く
な
い
印
象
か

ら
か
、「
私
は
ま
だ
い
い
よ
」
と
言
う
人
が

多
い
で
す
。
転
ば
ぬ
先
の
つ
え
と
よ
く
言
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介護サービス介護サービス 
利用者利用者の家族の家族 

介護サービス 
未利用者の家族 

グループホーム 
入所者の家族 

 デイサービス 
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秋山　みゆきさん
（天間）

介護を難しく考えないでほしい

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
在
宅

の
お
年
寄
り
を
対
象
に
し
た
、
日
帰
り

で
通
う
施
設
で
す
。
入
浴
や
軽
い
運
動
、

趣
味
活
動
な
ど
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
施

設
で
過
ご
し
ま
す
。
私
が
働
く
施
設
で

は
、
毎
日
通
う
人
も
い
ま
す
が
、
週
三

回
利
用
す
る
人
が
多
い
で
す
ね
。
利
用

者
は
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
人
が
多

く
、
特
に
家
族
が
仕
事
の
た
め
、
昼
間

一
人
に
な
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

私
は
、
平
成
四
年
か
ら
介
護
ス
タ
ッ

デイサービスの利用を
楽しんでほしい

フ
と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。
介
護
の

仕
事
を
し
て
い
る
と
「
大
変
だ
ね
」
と

言
わ
れ
ま
す
。
介
護
に
限
ら
ず
、
仕
事

は
ど
れ
も
大
変
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
の
「
面
倒
を
か
け
て
す

ま
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
つ
ら
い
で
す

ね
。
私
の
方
こ
そ
、
働
か
せ
て
い
た
だ

い
て
あ
り
が
た
い
と
思
い
、
楽
し
く
働

い
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
同
じ
世
代
の
人
と
話
し
、

人
と
か
か
わ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ

て
い
る
よ
う
で
す
。
家
に
い
る
と
、
自

分
で
は
外
出
す
る
手
段
が
な
く
、
家
に

閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。
本

人
が
希
望
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
来
ら

れ
る
人
が
多
い
で
す
ね
。

入所した家族との面会入所した家族との面会入所した家族との面会入所した家族との面会入所した家族との面会入所した家族との面会入所した家族との面会入所した家族との面会入所した家族との面会入所した家族との面会入所した家族との面会入所した家族との面会入所した家族との面会入所した家族との面会入所した家族との面会入所した家族との面会入所した家族との面会デイサービスセンターの送迎デイサービスセンターの送迎デイサービスセンターの送迎デイサービスセンターの送迎デイサービスセンターの送迎デイサービスセンターの送迎デイサービスセンターの送迎デイサービスセンターの送迎デイサービスセンターの送迎デイサービスセンターの送迎デイサービスセンターの送迎デイサービスセンターの送迎デイサービスセンターの送迎デイサービスセンターの送迎デイサービスセンターの送迎デイサービスセンターの送迎デイサービスセンターの送迎

小牧　昭
あきら

さん

靖代さん
（伝法）

私
た
ち
の
母
は
、
月
曜
か
ら
土
曜
ま

で
毎
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
月

二
回
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
の
入
所

サ
ー
ビ
ス
）
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
約
三
年
ほ
ど
前
、
母
が

支
え
な
し
で
歩
く
こ
と
が
大
変
に
な
り
、

階
段
に
手
す
り
を
つ
け
た
い
と
思
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
最
初
は

週
一
回
の
利
用
で
し
た
が
、
母
の
希
望

に
よ
り
、
通
う
日
数
が
ふ
え
ま
し
た
。

利
用
す
る
前
は
、
一
日
ぼ
ー
っ
と
し
て

い
る
だ
け
で
し
た
が
、
今
は
友
達
と
話

し
た
り
、
何
か
つ
く
っ
た
り
と
充
実
し

た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
夫
婦
に
も
ゆ
と
り

と
時
間
が
で
き
、
母
だ
け
で
は
な
く
、

私
た
ち
の
た
め
に
も
よ
か
っ
た
の
で
は

と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
、
家
で
は
大
変
な
入
浴
や
、
熱
や
脈

を
は
か
る
な
ど
の
健
康
管
理
も
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
点
で
も
安
心
で
す
ね
。

介
護
は
大
変
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
特
別
な
こ
と
は
何
も
し
て
い
ま
せ

ん
。
難
し
く
考
え
ず
に
介
護
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

今
後
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
は
ふ
え
て
い
き
ま
す
。
介
護
の
実
状
は
、
家

庭
や
社
会
環
境
な
ど
人
に
よ
っ
て
違
い
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

市
で
は
介
護
現
場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
支
え
る
体

制
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
介
護
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る
不

安
や
感
想
な
ど
、
ぜ
ひ
市
役
所
や
地
域
に
あ
る
事
業
所
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
で
支
え
て
い
く

本
人
や
家
族
か
ら
の
相
談
が
多
い
で
す

が
、「
悠
容
ク
ラ
ブ
に
来
な
く
な
っ
た
」「
最

近
見
か
け
な
く
な
っ
た
」
な
ど
と
い
う
情

報
を
、
地
域
の
人
か
ら
い
た
だ
き
家
庭
訪

問
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
中
に
は
、
だ

ん
だ
ん
外
出
が
面
倒
に
な
り
、
家
に
閉
じ

こ
も
っ
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
、
地
域
で
支
え
た
い
で
す
ね
。

問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
　
　
　

介
護
保
険
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
介
護
保
険
課

五
五
　
二
七
六
五

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
　
生
き
が
い
福
祉
課

五
五
　
二
七
六
〇

高
齢
者
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

六
四
　
八
九
九
〇

（ 5 ）

問
い
合
わ
せ

特 集 特 集 

介護の現場から

多
く
の
人
が
抱
え
て
い
る
不
安

ふ
た
親
を
見
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
し
ゅ
う
と
め
の
相
談
に
来
て
い

る
人
が
、
実
家
の
両
親
の
相
談
も
し
て
い

き
ま
す
。
四
十
代
・
五
十
代
の
人
た
ち
が
、

親
に
何
か
あ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
、

漠
然
と
し
た
介
護
イ
メ
ー
ジ
に
、
不
安
を

抱
え
て
い
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困

っ
て
い
る
こ
と
は
、
ぜ
ひ
私
た
ち
に
話
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
に
も
支

援
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

う
よ
う
に
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
か
ら

手
を
打
つ
の
で
は
な
く
、
元
気
な
う
ち
か

ら
予
防
す
る
よ
う
心
が
け
て
ほ
し
い
で
す
。



○
×
広
告 

　
求
ム
！ 

受
講
生 

　
募
集
！ 

迷
い
猫 

探
し
て
ま
す 

三
百
万
円 

  

融
資
し
ま
す 

ど
ん
な
場
合
に
申
請
が
必
要
？

申
請
が
必
要
か
ど
う
か
の
基
準
は
、

地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
申
請
が

必
要
な
地
域
に
は
普
通
規
制
地
域
と
、

特
別
規
制
地
域
が
あ
り
ま
す
。（
左
略
図

参
照
）

●
普
通
規
制
地
域
（
第
一
種
・
二
種
）

広
告
物
を
表
示
す
る
場
合
、
原
則
と

し
て
許
可
申
請
が
必
要
な
地
域
で
す
。

●
特
別
規
制
地
域
（
第
一
種
・
二
種
）

自※

家
広
告
物
や
案
内
板
の
み
表
示
で

き
る
地
域
で
す
。
こ
れ
ら
を
表
示
す
る

場
合
に
も
、
原
則
と
し
て
許
可
申
請
が

必
要
で
す
。

屋
外
広
告
物
と
は
…

屋
外
で
公
衆
を
対
象
に
表
示
さ
れ
る

看
板
、
張
り
紙
、
広
告
塔
や
、
建
物
の

屋
上
広
告
、
壁
面
広
告
な
ど
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

（ 6 ）

設
置
・
表
示
が
で
き
な
い
物
件

次
の
よ
う
な
場
所
に
は
広
告
物
の
設

置
や
表
示
は
で
き
ま
せ
ん
。

¡

橋¡

街
路
樹¡

植
樹
帯¡

電
話
ボ
ッ

ク
ス¡

郵
便
ポ
ス
ト¡

道
路
上
の
さ
く
　

な
ど

電
柱
・
街
灯
柱
な
ど
に
は
、
広
告
物

の
う
ち
、
張
り
紙
・
立
て
看
板
な
ど
は

表
示
で
き
ま
せ
ん
。

TELEPHONE 

□
□
□
会
社 

美
し
い
街
並
み
を
み
ん
な
の
手
で
！

美
し
い
街
並
み
を
み
ん
な
の
手
で
！ 
美
し
い
街
並
み
を
み
ん
な
の
手
で
！

美
し
い
街
並
み
を
み
ん
な
の
手
で
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　 

　
　
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
場
合
に
は
申
請
が
必
要
で
す 

私
た
ち
の
街
は
屋
外
広
告
物
で
い
っ
ぱ
い
。

こ
れ
ら
の
広
告
物
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
与
え
、
街
を

形
づ
く
る
一
つ
の
要
素
に
な
り
ま
す
が
、
ル
ー
ル
を
守
り

設
置
・
表
示
さ
れ
な
い
と
、
景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、

落
下
な
ど
に
よ
る
事
故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

静
岡
県
屋
外
広
告
物
条
例
で
は
、
許
可
申
請
の
手
続
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
×
商
事 

○○○○ 
デパート 

○×教室 
　　 生徒募集中 

問い合わせ 
TEL.○○○○ 

随時 
募集 

○△×会社 

広
告
塔

屋
上
広
告

突
き
出
し
看
板

広
告
板

塀
の
看
板

表
示
面
積
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
許
可

申
請
が
不
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

スーパー○○○ 

200m先右折 

▲案内板

▲自家広告物

※
店
舗
・
事
業
所
な
ど
に
自
己
の
名
称
、

営
業
内
容
な
ど
を
表
示
す
る
も
の
で
す
。

▲街灯柱 ▲電柱

▼禁止物件（場所）

写真はイメージです

▲▲

▲▲ ▲



市役所 

西富士道路 

富
士
白
糸
滝
公
園
線 

富
士
裾
野
線 

東名高速道路 

東海道新幹線 

身
延
線 

富士インター 

JR富士駅 
 

東海道本線 

国道 1
 号 

屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル
を
守
り
、

美
し
い
街
並
み
づ
く
り
　

市
で
は
毎
月
、
違
法
な
張
り
紙
や
立

て
看
板
な
ど
の
除
去
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
、
屋
外
広
告
の
日
に
合
わ

せ
、
県
富
士
土
木
事
務
所
、
富
士
警
察

署
、
静
岡
県
屋
外
広
告
美
術
業
協
同
組

合
と
連
携
し
て
、
大
規
模
な
除
去
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
市
で
は
、
都
市
景
観

の
向
上
な
ど
を
目
的
に
屋
外
広
告
物
行

政
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【規制地域の略図】

…第二種（活発な商業活動が行われ
ているため、規制が緩や
かな地域）

…第一種（市街地や主要な道路の沿
線で広告物を抑制する地
域）

…第二種（新幹線や東名高速道路沿
線などで、広告物が集中
しないように規制する地　
域）

…第一種（良好な住環境を保全する
ため限られた広告物のみ
表示できる地域）

（ 7 ）

美
し
い
街
を
つ
く
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

設
置
・
表
示
の
申
請

都
市
計
画
課
に
て
受
理

広
告
物
の
設
置
・
表
示

許　可

 9月10日は 
 
屋外広告の日 

▼一枚一枚手作業ではがします

屋
外
広
告
物
申
請
・
許
可
の
流
れ

屋
外
広
告
物
申
請
・
許
可
の
流
れ

屋
外
広
告
物
申
請
・
許
可
の
流
れ

屋
外
広
告
物
申
請
・
許
可
の
流
れ

屋
外
広
告
物
申
請
・
許
可
の
流
れ

屋
外
広
告
物
申
請
・
許
可
の
流
れ

屋
外
広
告
物
申
請
・
許
可
の
流
れ

屋
外
広
告
物
申
請
・
許
可
の
流
れ

屋
外
広
告
物
申
請
・
許
可
の
流
れ

屋
外
広
告
物
申
請
・
許
可
の
流
れ

屋
外
広
告
物
申
請
・
許
可
の
流
れ

屋
外
広
告
物
申
請
・
許
可
の
流
れ

屋
外
広
告
物
申
請
・
許
可
の
流
れ

屋
外
広
告
物
申
請
・
許
可
の
流
れ

屋
外
広
告
物
申
請
・
許
可
の
流
れ

屋
外
広
告
物
申
請
・
許
可
の
流
れ

屋
外
広
告
物
申
請
・
許
可
の
流
れ

※
種
類
や
表
示
面
積
に
応
じ
て
、
許
可

申
請
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
申
請
書
類
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課

1
五
五
ー
二
七
八
五

Hhttp://fujishi.jp/city
hall/tosise-b/tosikei/

普
通
規
制
地
域

審
　
　
査

広
告
物
を
表
示
す
る
場
合
は
事

前
に
都
市
計
画
課
へ

提出された申請書類を審
査

都市計画課へ申請

特
別
規
制
地
域

規
制
厳
し
い
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は私立 

富
　
士
　
地
　
区 

鷹
岡
地
区 

吉
　
　
　
原
　
　
　
地
　
　
　
区 

幼 稚 園 名 

田子浦幼稚園  

浜 幼 稚 園  

岩 松 幼 稚 園  

南 幼 稚 園  

するが幼 稚 園  

富士ふたば幼稚園 

ゆきよし幼稚園 

富士中央幼稚園 

天 間 幼 稚 園  

たかおか幼稚園 

元吉原幼稚園  

昭 和 幼 稚 園  

原 田 幼 稚 園  

大 淵 幼 稚 園  

鈴 川 幼 稚 園  

富士リズム幼稚園 

曙 幼 稚 園  

いまいづみ幼稚園 

光 明 幼 稚 園  

神 戸 幼 稚 園  

須 津 幼 稚 園  

吉原聖母幼稚園 

藤 田 幼 稚 園  

み のる幼 稚 園  

わかば幼稚園  

募集人数（人） 

3 歳児 

70

35

 

35

100

110

84

50

35

90

 

70

35

 

30

80

90

90

65

80

90

60

90

90

105

4 歳児 

 

　 

 

若干 

若干 

20

35

39

70

若干 

35

若干 

40

10

住　　　所 

川成島138-1

中丸892-91

松岡804

横割5丁目10-1

中島122

水戸島本町2-10

宮島251-5

蓼原113-15

天間1047-1

厚原1385

今井3丁目4-3

比奈160

原田480

大淵3022

鈴川東町16-17

伝法1740-1

吉原4丁目17-45

今泉5丁目8-2

浅間上町10-3

富士見台1丁目6-8

神谷新町227

南町1-30

大淵2964-1

富士見台7丁目9-8

大淵3

電　話 

61-2154

61-1422

61-1227

61-8055

61-8778

61-3121

63-3083

60-0700

71-1638

71-3085

33-0169

34-0300

52-1202

35-0049

32-0475

53-6969

52-0539

52-6006

52-1322

21-3805

34-2295

51-6178

35-3178

21-4115

21-0115

地区 

　70 若干 

10

若干 

若干 

若干 

若干 

若干 

若干 

17

問い合わせ　学校教育課　155-2870

市内には、公立、私立を合わせて25の幼稚園があり、
3歳児から小学校入学前の子どもたちが通園していま
す。
幼稚園は遊びを大切にした教育を行っています。子
どもたちは遊びやさまざまな経験を通して、人とかか
わる楽しさを知ったり、言葉が豊かになったり、自然
の美しさや不思議さに気づいたりすることで、将来の
学習の基盤をつくっています。また、よいことや悪い
ことの区別、他人への思いやりや社会的ルールなど、
心の教育に地域や家庭と協力して取り組んでいます。

▼広い園庭で自転車
乗り。楽しいな 大

型
ブ
ロ
ッ
ク

で
電
車
ご
っ
こ
　

松
林
で
ク
モ
の
巣
ご
っ
こ

※入園についての質問や相談は、入園を希望する幼
稚園へ直接お問い合わせください。
※田子浦・岩松・原田・大淵幼稚園では、市内在住
の3歳から小学校入学前の、言葉につまずきのあ
る幼児を対象とした「ことばの教室」を開いてい
ます。ほかの園の幼稚園児や保育園児、在宅児の
相談も受け付けています。
※公立幼稚園で入園希望者が定員を超えた場合は、
抽せんとなります。

◆公立幼稚園 10月15日f 13:00～16:00
◆私立幼稚園 10月15日f 9:00～15:00

保護者は、幼児と一緒に希望する幼稚園に直接申
し込んでください。
申込用紙は10月 1 日～14日の9:00～16:00に各幼稚　

園で配布します。（土・日曜日、祝日は除く）

◆ 4 歳児
平成12年 4 月 2 日～13年 4 月 1 日に生まれた幼児
（田子浦・浜・南・天間・するが幼稚園を除く公立・
私立幼稚園全園）

◆ 3 歳児
平成13年 4 月 2 日～14年 4 月 1 日に生まれた幼児　
（元吉原・大淵幼稚園を除く公立・私立幼稚園全園）

受　付

該当児

釣
り
堀
ご
っ
こ
。

あ
ー
残
念
、
逃

げ
ら
れ
た

▲

▲

▲



お便りください
このコーナーは、皆さんの意見や地域の話題をお届けしています。
広報広聴課155－2700へご連絡ください。
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富
士
子
ど
も
劇
場
は
、「
劇
団
」
だ
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
年
四
回
、
芝
居

や
音
楽
な
ど
、
親
子
で
生
の
舞
台
を
観

賞
す
る
会
で
す
。

昭
和
四
十
九
年
の
発
足
当
時
は
、
チ

ケ
ッ
ト
制
で
し
た
が
、
継
続
し
て
見
る

こ
と
の
大
切
さ
か
ら
、
現
在
は
会
員
制

で
運
営
、
約
千
二
百
人
が
入
会
し
て
い

ま
す
。
年
に
一
度
、
子
ど
も
ま
つ
り
を

開
催
し
、
子
ど
も
が
主
役
と
な
り
家
族

で
参
加
し
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
、「
劇
を
見
終
わ
っ

た
と
き
の
子
ど
も
た
ち
は
、
顔
が
生
き

生
き
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
を
見
る

と
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、

家
族
の
き
ず
な
が
深
ま
る
ば
か
り
で
な

く
、
子
育
て
の
話
な
ど
会
員
同
士
で
横

の
つ
な
が
り
も
で
き
ま
す
。
今
回
、
三

十
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
十
月
二
十
三

日
と
二
十
四
日
、
中
央
公
園
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
、
子
ど
も
の
祭
典
『
ラ
・
フ
ェ

ス
タ
子
☆
劇
３
０
ｔ
ｈ
』
を
行
い
ま
す
。

市
内
初
の
ミ
ニ
・
テ
ン
ト
サ
ー
カ
ス

（
有
料
）
や
、
子
ど
も
ま
つ
り
で
は
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
な
ど
市
民

だ
れ
も
が
楽
し
め
ま
す
。
現
在
、
イ
ベ

ン
ト
の
成
功
に
向
け
、
多
く
の
会
員
が

手
づ
く
り
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
」

と
準
備
を
す
る
手
に
も
力
が
入
り
ま
す
。

事
務
局
長
の
岡
純じ

ゅ
ん

子こ

さ
ん
は
、「
現
代

は
、
形
あ
る
も
の
に
こ
だ
わ
り
が
ち
で

す
が
、
見
る
、
聞
く
な
ど
形
に
な
ら
な

い
も
の
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
劇
を
見
た
思
い
出
、
そ
の
と
き
に

感
じ
た
気
持
ち
が
大
切
で
あ
り
、
優
し

い
心
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
と
創

造
力
が
豊
か
に
な
っ
て
く
れ
る
と
う
れ

し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
富
士
子
ど
も
劇
場

1
六
二
ー
四
六
二
二

こ
と
し
の
秋
、
三
十
周
年
を
迎
え
る
富
士
子
ど
も
劇
場

士
市
出
身
で
、
現
在
フ
ラ
ン
ス
を

拠
点
に
演
奏
活
動
を
し
て
い
る
フ

ォ
ル
テ
・
ピ
ア
ノ
奏
者
の
本
多
ま
き
さ

ん
。
こ
と
し
四
月
、
イ
ギ
リ
ス
の
ク
レ

メ
ン
テ
ィ
ー
賞
を
日
本
人
と
し
て
初
め

て
受
賞
し
ま
し
た
。
本
多
さ
ん
は
「
受

賞
で
き
、
と
て
も
光
栄
で
す
」
と
そ
の

喜
び
を
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ー
賞
と
は
、
作
曲
家

で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
ピ
ア
ノ
製
作
者
で

も
あ
っ
た
ム
ツ
ィ
オ
・
ク
レ
メ
ン
テ
ィ

ー
に
ち
な
み
、
鍵
盤
楽
器
を
演
奏
す
る

若
手
音
楽
家
育
成
の
た
め
に
創
設
さ
れ

た
音
楽
賞
で
す
。

本
多
さ
ん
が
演
奏
す
る
フ
ォ
ル
テ
・

ピ
ア
ノ
は
、
現
在
の
ピ
ア
ノ
の
原
型
で
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が

活
躍
し
て
い
た
時
代
に
使
わ
れ
て
い
た

楽
器
で
す
。
現
在
の
ピ
ア
ノ
よ
り
鍵
盤

数
が
少
な
く
、
音
量
も
大
き
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
繊
細
な
音
色
が
特
徴
で
す
。

本
多
さ
ん
は
、
四
歳
の
と
き
か
ら
ピ

ア
ノ
を
習
い
始
め
、
十
年
前
に
ド
イ
ツ

に
留
学
。
そ
の
後
、
フ
ォ
ル
テ
・
ピ
ア

ノ
に
出
会
い
ま
し
た
。「
フ
ォ
ル
テ
・
ピ

ア
ノ
は
内
側
に
金
属
フ
レ
ー
ム
を
使
わ

ず
、
ほ
と
ん
ど
が
木
で
で
き
て
い
ま
す
。

音
が
濁
ら
ず
、
一
つ
一
つ
が
は
っ
き
り

と
響
き
ま
す
。
演
奏
会
で
は
、
皆
さ
ん

に
お
話
を
す
る
よ
う
に
弾
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
素
朴
な
音
色
に
、
じ
っ

く
り
耳
を
澄
ま
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
」
と
楽
器
の
魅
力
を
語
り
ま

す
。九

月
末
に
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
で
行
わ
れ

る
演
奏
会
に
つ
い
て
「
故
郷
で
演
奏
で

き
、
う
れ
し
い
で
す
。
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
心
を
込
め
て
弾

き
た
い
で
す
ね
」
と
話
す
本
多
さ
ん
。

来
年
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
演
奏
会
が

予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

活
躍
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

世界の舞台で活躍する、地元
出身のフォルテ・ピアノ奏者

本多　まきさん

ひと 
富

▲鈴木市長を表敬訪問する
本多さん

ふ
じ
ふ
じ 

▲子どもの祭典に向け、準備す
る会員の皆さん

▲ポスターからチケッ
トまで、すべてが手
づくり



秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

安
全
は 

自
ら 

う
ち        

か
ら 

地
域
か
ら 

（
家
庭
） 

九
月
二
十
一
日
　
　
〜
三
十
日 

み
ず
か 

（
火
） 

（
木
） 

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

対
策
の
推
進

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
防
止

（10）

問い合わせ 廃棄物対策課 155-2769

Aka-haikibutu@city.fuji.shizuoka.jp Fhttp://fujishi.jp/cityhall/kankyo-b/gomigomi/

と　　　　き 行　　　　事 と　こ　ろ 

9月21日C 
 

〃  22日D 
 
〃  24日F 

〃  26日A 

〃  27日B 

〃  28日C 

〃  29日D 
 

〃  30日E

  7:00～  8:00 

18:30～20:00 

7:40～  8:30 

 

14:00～15:00 

　　　9:00～11:00 

　9:00～11:00 

10:30～11:30 

15:00～16:00 

17:00～18:00 

 

15:00～16:00 

 
18:00～20:00

 

街頭指導及び広報 

主要交差点街頭指導 

高校生自転車通学街頭指導 

 

飲酒運転追放街頭広報 

浮島 1 丁目境地区悠容クラブ交通教室 

富士駅北地区高齢者交通教室 

交通安全講話 

交通安全協会優良運転者表彰式 

早めのライトオン作戦 

〈シートベルトとチャイルドシート着用徹底の日〉 
シートベルト・チャイルドシート 
着用街頭指導及び取り締まり 

主要交差点街頭指導 

各地区、市役所駐車場 

各地区 

市内 6 か所 

 

吉原中央駅周辺 

境氏子会館 

富士自動車学校 

シルバー人材センター 

ロゼシアター 

市内 

 

ロゼシアター周辺 

 
各地区 

街頭や地域で、啓発活動を行います 

〈街頭指導・広報の日〉 

〈高齢者の交通事故防止の日〉 

問
い
合
わ
せ 

地
域
安
全
課
（
富
士
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
事
務
局
） 

問
い
合
わ
せ 

地
域
安
全
課
（
富
士
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
事
務
局
） 

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

外
出
す
る
高
齢
者
に
、
家
族
が
交
通

安
全
に
つ
い
て
一
声
か
け
た
り
、
運
転

中
に
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
速
度
を
落

と
し
た
り
道
を
譲
っ
た
り
す
る
な
ど
、

事
故
防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ 

問
い
合
わ
せ 

地
域
安
全
課
（
富
士
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
事
務
局
）

地
域
安
全
課
（
富
士
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
事
務
局
） 

地
域
安
全
課
（
富
士
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
事
務
局
） 

�
五
五
　
二
八
三
一 

パソコンを処理するには
各メーカーの相談窓口

にお問い合わせください。
また、メーカーのないパソコンや

自作パソコンについては、パソコン
3Ｒ推進センター（103-5282-

7685）へお問い合わせください。
パソコンの処理にも費用がかかり

ます。
※平成15年10月から、市では収集
していません。

テレビ、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、エアコンを処理する際

のリサイクル料金が消費税を含めた総額表示になりました。

◆リサイクル料金（税込み）◆
テレビ　　2,835円・冷蔵庫　　4,830円

冷凍庫　　4,830円・洗濯機　　2,520円

エアコン　3,675円

※一部メーカーは上記料金と異なります。
※郵便局で振り込む場合は、振り込み手数料がかかります。
※小売店や収集運搬業者に依頼する場合は、別に運搬料金が必要
になります。

M平成14年度保存版「ごみの分け方便利帳」に記載されているリ
サイクル料金に誤りがありましたので、訂正してください。

※富士地区安全運転管理協会選任事業所において、運動期間を中心にシート
ベルト着用調査と指導、広報を実施します

※富士地区安全運転管理協会選任事業所において、運動期間を中心にシート
ベルト着用調査と指導、広報を実施します

※富士地区安全運転管理協会選任事業所において、運動期間を中心にシート
ベルト着用調査と指導、広報を実施します

※富士地区安全運転管理協会選任事業所において、運動期間を中心にシート
ベルト着用調査と指導、広報を実施します

※富士地区安全運転管理協会選任事業所において、運動期間を中心にシート
ベルト着用調査と指導、広報を実施します

※富士地区安全運転管理協会選任事業所において、運動期間を中心にシート
ベルト着用調査と指導、広報を実施します

※富士地区安全運転管理協会選任事業所において、運動期間を中心にシート
ベルト着用調査と指導、広報を実施します

※富士地区安全運転管理協会選任事業所において、運動期間を中心にシート
ベルト着用調査と指導、広報を実施します
※富士地区安全運転管理協会選任事業所において、運動期間を中心にシート
ベルト着用調査と指導、広報を実施します
※富士地区安全運転管理協会選任事業所において、運動期間を中心にシート
ベルト着用調査と指導、広報を実施します
※富士地区安全運転管理協会選任事業所において、運動期間を中心にシート
ベルト着用調査と指導、広報を実施します
※富士地区安全運転管理協会選任事業所において、運動期間を中心にシート
ベルト着用調査と指導、広報を実施します
※富士地区安全運転管理協会選任事業所において、運動期間を中心にシート
ベルト着用調査と指導、広報を実施します
※富士地区安全運転管理協会選任事業所において、運動期間を中心にシート
ベルト着用調査と指導、広報を実施します
※富士地区安全運転管理協会選任事業所において、運動期間を中心にシート
ベルト着用調査と指導、広報を実施します
※富士地区安全運転管理協会選任事業所において、運動期間を中心にシート
ベルト着用調査と指導、広報を実施します

※富士地区安全運転管理協会選任事業所において、運動期間を中心にシート
ベルト着用調査と指導、広報を実施します



問い合わせ　文化振興課 155-2874

（11）

環境衛生週間は、生活環境の保全と公衆衛生の向上を目的に定められまし
た。浄化槽の点検や清掃を定期的に行うことは、環境に優しい生活者への第
一歩です。美しい環境を守るために、もう一度私たちの生活を見つめ直して
みませんか。

浄
化
槽
の
使
用
者
（
管
理
者
）
は
、

保
守
点
検
と
清
掃
を
定
期
的
に
行
う
こ

と
が
、
浄
化
槽
法
に
よ
り
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
維
持
管
理
が
適
正
に
行
わ

れ
な
い
と
、
し
尿
が
そ
の
ま
ま
流
さ
れ

て
し
ま
い
悪
臭
が
発
生
す
る
な
ど
、
周

り
に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
環
境

汚
染
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

浄
化
槽
の
保
守
点
検
は
、
機
能
を
正

常
に
保
つ
た
め
に
も
重
要
な
作
業
で

す
。
故
障
箇
所
を
早
目
に
修
理
し
な
い

と
、
か
え
っ
て
余
分
な
費
用
が
か
か
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

維
持
管
理
は
あ
ら
か
じ
め
専
門
の
業

者
（
県
の
登
録
業
者
。
清
掃
の
場
合
は

市
の
許
可
業
者
）
と
委
託
契
約
を
結
び
、

定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
は
、
全
体
の
二
〇
％
以
上
が

い
ま
だ
保
守
点
検
が
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
県
と
浄
化
槽
協
会
の
協
力
で
、
浄

化
槽
パ
ト
ロ
ー
ル
を
九
月
下
旬
か
ら
十

月
上
旬
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
浄
化
槽
の
保
守
点
検
と

清
掃
の
重
要
性
に
つ
い
て
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

浄化槽保守点検状況（平成15年度調べ）

浄化槽設置基数

保守点検実施基数

保守点検未実施

2万8,821基

2万2,256基

6,565基

10月１日は「浄化槽の日」
浄化槽は、微生物の働きを利用して、汚れた水をきれ

いにする装置です。浄化槽に関する正しい知識を持ち、
美しく住みよい環境を守りましょう。

生 活 文 化  
（マジック・新舞踊） 

民 踊  

大 正 琴  

演 劇  

詩 吟  

民 謡  

音 楽  

コ ー ラ ス  

邦 楽  

謡 曲  

と　　 　　き 

10月 8 日f

10月 9 日g

10月10日a

10月11日b

18:30～ 

12:30～ 

13:00～ 

18:30～ 

13:00～ 

17:00～ 

18:30～ 

 

13:00～ 

 

と　こ　ろ 

ロゼシアター 
大 ホ ー ル  

ロゼシアター 
中 ホ ー ル  

ロゼシアター 
大 ホ ー ル  

ロゼシアター 
小 ホ ー ル  

ロゼシアター 
中 ホ ー ル  

ロゼシアター 
小 ホ ー ル  

ロゼシアター 
中 ホ ー ル  

ロゼシアター 
小 ホ ー ル  

公　演　名 と　　 　　き と　こ　ろ 内　　　 容 

富士の型染 

俳 句  

短 歌  

茶 道  

郷 土 史  

洋 画  
陶 芸  
毛 筆  
フラワーデザイン 
絵 て が み  

ひょうたん 

10月 5 日c～10日a

10月 9 日g

10月10日a

10月11日b

 

10月19日c～24日a

10:00～19:00 
 

最終日は 
17:00まで 

10:00～19:00 
 

最終日は 
17:00まで 

10:00～17:00

13:00～16:00

9:30～16:00

10:00～15:00

13:30～15:30

9:00～17:00

ロゼシアターガレリア 
ステーションプラザFUJI
ロゼシアター 
　4 階 会 議 室  

ロゼシアター 
　4 階 会 議 室  

ロゼシアター 
茶 室・和 室  

ロゼシアター 
　4 階 会 議 室  

ステーションプラザFUJI

日 本 画  
硬 筆  
写 真  
華 道  
盆 栽  

10月 6 日d

～10日a

10月20日d

～24日a

ロゼシアター 
展 示 室  

ロゼシアター 
展 示 室  

●
　
浄
化
槽
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

●
　
定
期
的
な
点
検
と
清
掃
を

●
　
委
託
契
約
を
結
び
ま
し
ょ
う

環境衛生週間環境衛生週間 9月24日F～10月1日F

演奏会、展示会、講演会など多種多様
な「富士市総合文化祭」が開催されま
す。ぜひご来場ください。

舞台発表部門 

展示部門 舞台発表部門 

展示部門 入 場 
 無 料 

問い合わせ
廃棄物対策課　　　　　155-2770

富士保健所薬務環境課　165-2153
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9 月の水道料金・下水道使用料
～納入は便利で確実な口座振替で～
市指定金融機関の窓口で直接お申し込みください。

持ち物　通帳・印鑑（届印）・水栓番号（各世帯配布の「使用水量
等のお知らせ」に記載）※申込書は金融機関にあります。

問い合わせ 水道部営業課　55-2846

○納入期限　　 9 月30日E
（納入通知書は、今月中旬に郵送します）

○口座振替日　 9 月28日C

※納入は２か月に１度です（地区によって納入月が異なります）

と　き　10月 4 日b・5 日cの 2 日
間　9:00～16:00

ところ　沼津市立病院（沼津市東椎
路字春ノ木550）

内　容 基礎看護技術について学ぶ
対　象　未就業の看護職免許保有者

で再就業を希望する人
定　員　20人
申し込み・問い合わせ　
9 月25日までに、はがきまたはFAX
・Eメールに、住所、氏名、年齢、
連絡先（電話・FAX番号）、離職年
数、職種（保、助、看、准）を記
入し、〒410-0055 県東部総合庁舎
別館2 階ナースセンター東部支所
へ　15055-920-2088
Anumazu@nurse-center.net

再就業のための基礎看護技術講習会
1 中央病院看護部　52-1131

コース
市役所→小規模授産所ひめな→特別養護老人ホー

ムすどの杜→在宅複合ケアセンターJAオアシス
吉永→社会福祉センター東部市民プラザ→テ
レメータ室→議場→市役所
と　き 10月 8 日f 9:00～14:50
対　象　市内在住・在勤の人　　
定　員 20人（応募者多数の場合、今
年度初めての人を優先し、抽せん）

持ち物 昼食、水筒、雨具、筆記用
具など　

参加費 無料
申し込み 9 月21日（消印有効）まで
に、はがきに参加する人の住所、
氏
ふり

名
がな

、年齢、電話番号（ 1 枚のはが
きで 2 人まで申し込みできます）、
「10月 8 日見学希望」を記入し、〒
417-8601 富士市役所広報広聴課
「公共施設見学」係へ
※お子さま連れで参加を希望する人
は、申し込み前にお問い合わせく
ださい。

個人参加公共施設見学
1 広報広聴課　55-2700

と　き　11月28日a 7:00～19:00
（市役所発着）

行き先　東京ディズニーランド
対　象　心身障害児（者）とその親

（介助者）
定　員　120人（応募者多数の場合抽せん）
参加費　本人と介助者（ 1 人）は大人
5,500円、中・高校生5,000円、4 歳
～小学生4,000円、 3 歳以下500円、
その他の同行者は上記金額に各
3,500円追加（パスポート券・旅行
保険料含む）

申し込み　10月 5 日（消印有効）まで
に、往復はがきに住所、参加者全員
の氏名・年齢、電話番号を記入し、
〒417-8601 富士市役所障害福祉課へ

※富士市手をつなぐ育成会に委託し
て実施します。

心身障害児（者）
ディズニーランドバスツアー

1 障害福祉課　55-2761

◆臨時保育士の募集
雇用期間　10月ごろから平成17年 3 月まで
応募資格　市内在住で保育に熱意が

ある50歳くらいまでの保育
士有資格者

採用人数 若干人
申し込み　 9 月22日までに登録票
（児童福祉課で配布）か市販の履歴
書を直接または郵送で、〒417-8601
富士市役所児童福祉課へ

◆保育ママの募集（随時受付）
保育時間　月～土曜日（日曜・祝日、
年末年始除く）、原則として 1 日
8 時間の保育

応募資格　市内在住で子育てに理解
と熱意のある20歳～59歳で、自宅
などに一定基準を満たした部屋を
確保できる保育士・看護師・保健
師などの有資格者

申し込み　保育ママ認定申請書（児
童福祉課で配布）を直接または郵
送で、〒417-8601 富士市役所児童
福祉課へ

保育園臨時保育士・保育ママ
1 児童福祉課　55-2762

と　き 10月 2 日g

開場18:00 開演18:30
ところ 中央公園野外ステージ（雨

天の場合はラ・ホール富士
多目的ホール）

入場料 無料
申し込み 当日、入場整理券（ラ・
ホール富士、市立富士体育館、温
水プール、ロゼシアター、各公民
館で配布）を持参し、会場へ

第14回　星空のコンサート
1 ラ・ホール富士　53-4300

と　き 10月13日～12月中旬　原則
毎週水曜日　計10回　
19:00～20:30

ところ FILS
フ ィ ス

（吉原商店街吉原小
こ

宿
じゅく

の東隣）
対　象 ボランティアで外国人に日

本語を教えたい人または既
に日本語を教えていて再度
教え方を学びたい人で、講
座終了後外国人に教えられる人

講　師 冨
とみ

田
た

貴子さん（ヒューマンア
カデミー日本語教師養成講座講師）
定　員 10～15人（応募者多数の場合抽せん）
受講料 2,000～3,000円程度（テキスト代）
申し込み 9 月24日までに直接また
は電話・EメールでFILSへ　
1557-2800 Afils@tx.thn.ne.jp

日本語クラス（外国人対象）の
ボランティア講師養成講座

1 国際交流室　55-2704

おわびと訂正について
8 月 20 日号「広報ふじ」 2 ペ

ージの健康ふじシンボルマーク作
成者の名前に誤りがありましたの
で、訂正するとともにおわびいた
します。
（誤）白井良平さん →（正）白井亮平さん
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今年度の農用地除外申請を次の期
間で受け付けます。
受付期間　11月15日b～30日c

受付場所　農政課（市役所 5 階）
除外対象　農家住宅用地、農業用施

設用地、公共事業に伴う住
居移転など

※受付期間前に農用地除外申請につ
いての相談をしてください。

農用地除外申請を受け付けます
1 農政課　55-2781

60歳以上の高齢者と同居または同居
しようとする人で、高齢者のために専
用居室などの増改築や改造を行うとき
に、低利の融資が受けられます。
受付期間　10月29日fまで
貸付限度額 420万円
貸付利率　年3.0％以下（貸付決定日

によって異なります。参考
として、8 月2 日時点で1.3％）

返済期間　10年以内 6 か月ごとの返済
申し込み・問い合わせ　社会福祉協

議会（フィランセ内）へ　
1564-6600

高齢者のための住宅整備資金の貸し付け
1 生きがい福祉課　55-2760

事務職・調理員などの出産や病気、
退職などによる欠員補充に対応でき
る人の登録を随時受け付けています。
身体に障害のある人（介助者なし

で勤務できる人）も受け付けています。
登録方法 登録票（人事課・教育総
務課で配布）または市販の履歴書
に必要事項を記入し、写真を張っ
て、直接または郵
送で〒417-8601 富
士市役所人事課ま
たは教育総務課へ

臨時職員の随時登録
1 人事課・教育総務課　55-2711

と　き　 9 月26日a 10:00～15:00
ところ　フィランセ東館 1 階相談室
相談料　無料
問い合わせ　通常相談日（毎週水曜
日、毎月第 2・4 日曜日10:00～15:00）
にハッピネスFuji（富士市結婚相
談所）へ　164-6604

※正式に紹介を希望する人は、ハッ
ピネスFujiへの入会（無料）が必要
です（入会しなくても見学及び説
明は受けられます）。

※入会は、戸籍謄本 1 通、写真 1 枚
（ 3 か月以内に撮影したもので、
本人のみで写っているもの）、印鑑
を持参し、ハッピネスFuji（フィラ
ンセ東館 1 階）へ。

新入学児童就学時健康診断
1 学校教育課　55-2871

対　象　平成17年 4 月に小学校に入学する児童（平成10年 4 月 2日～平成11年
4 月 1 日生まれ。就学時健康診断通知書は 9 月21日ごろに発送します）

※指定された会場で受診してください。

10月12日c

月　　日 

10月13日d

10月14日e

10月15日f

10月18日b

10月19日c

会　　場  
（小学校） 
須　　津 
吉永第二 
大淵第二 
岩　　松 
鷹 岡  
原 田  
広 見  
田 子 浦  
丘 

青 葉 台  
吉 原  
伝 法  
吉永第一 

12:50

受付開始時間 

13:00
12:50
13:00
13:00
13:15
12:30
13:10
12:45
12:45
12:30
13:00
13:00

月　　日 会　　場  
（小学校） 受付開始時間 

10月20日d

10月21日e

10月26日c

10月28日e

大淵第一 
富士第二 
岩 松 北  
神 戸  
元 吉 原  
東 

富 士 南  
天 間  
富士見台 
富士中央 
富士第一 
今 泉  

13:15
12:45
12:40
13:00
12:30
13:00
13:10
13:00
12:50
13:00
12:30
13:00

10月19日c

①介護ベッド用防護フレーム
性　能 家屋
倒壊時に寝
ている人を
保護する空
間を確保し、
積載荷重 5
ｔ以上の性
能を有する
もの

対　象 寝たきりの重度身体障害者
など（ただし、昭和56年 5 月31日
以前に建築した木造住宅または同
日において工事中であった木造住
宅で、耐震評点が1.0未満の家に居
住する人に限る）

基準額 1 基 8 万2,000円
②発電動機・人工呼吸用外部バッテリー
性　能 介護者が容易に使用し得る

もの
対　象 在宅で人工呼吸器を使用し

ている筋萎
い

縮
しゅく

性側索硬化症
（ALS）患者など

基準額 1 基 20万円
※購入額の 1 割は自己負担となりま
す。また、基準額を超える場合は
基準額の 1 割と基準額の超過分も
自己負担となります。

※申請前に購入した場合、この事業
による給付は受けられません。

富士市重度身体障害者等防災対策事業
介護ベッド用防護フレームなどの給付について

1 障害福祉課　55-2911

障害者の雇用促進・就職の場の確
保を図るため、障害者就職面接会を
開催します。
と　き　 9 月28日c 13:30～16:00
ところ　フィランセ西館 4 階大ホール
対　象　富士公共職業安定所管内の

登録求職者、養護学校など
の在学者及び求職者

申し込み　当日直接会場へ
問い合わせ　富士公共職業安定所　

151-2151

障害者就職面接会
1 商業労政課　55-2778

9 月の教育委員会会議

9 月定例会を次のように開催します
（傍聴できます）

と　き　 9 月17日f 9:30～
ところ　市役所 8 階政策会議室

1 教育総務課　55-2865

女性のための結婚相談
1 社会福祉協議会　64-6600
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谷クリニック

武田産婦人科医院

たむらレディースクリニック

望月産婦人科医院

長谷川産婦人科医院

宮　クリニック

61－0039

63－5122

65－7777

34－0445

53－7575

66－3731

八幡町

宮　島

米之宮町

西比奈

吉原 5

松　岡

産
さん

婦
ふ

人
じん

科
か Gynecology＆Obstetrics

Gineco-Obstetrica 眼
がん

科
か Ophthalmology

Oftalmolagia 耳
じ

鼻
び

科
か Otorhinolaryngology

Otorrinolaringologiaとき

60－7100

61－5810

26－
（0544）

8833

34－0011

23－
（0544）

7050

53－0360

柚　木

柚　木

富士宮

比　奈

富士宮

吉原 3

千葉耳鼻咽喉科医院

大谷耳鼻科医院

岩 渕 医 院

島　田　医　院

永倉クリニック

よねやま耳鼻科医院

962－
（055）

3315

61－1860

951－
（055）

4161

987－
（055）

2259

963－
（055）

3011

53－6885

沼 津

水戸島元町

沼　津

長泉町

沼　津

永田町 1

駅南望月接骨院

本市場もちづき接骨院

藤 原 接 骨 院

高 橋 接 骨 院

船津北村接骨院

望 月 接 骨 院

61－3405

62－4754

21－3309

53－8751

34－5352

71－8303

横割本町

本市場

神 戸

石　坂

船　津

厚　原

長野医院（眼科）

阿部眼科医院

安藤眼科医院

加 藤 医 院

天神眼科医院

吉原中央眼科医院

〈内
ない

科
か

・小
しょう

児
に

科
か

・外
げ

科
か

〉Internal Medicine/Pediatrics/Surgery Clinica Geral/Pediatria/Cirurgias

救急医療センター 151-0099 津田　 平日19:00～翌8:00 土曜日14:00～翌8:00 日曜・祝日 9:00～翌8:00

〈歯科
し か

〉Dentistry Dentistas
歯科医師会館　153-5555 伝法 9:00～16:00

9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医9月の休日当直医

ダイヤル当直医案内　151-9999

Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro
Emergency Hospitals Schedule in September
Lista de Pronto Socorro em Setembro

5（日）

12（日）

19（日）

20（月）

23（木）

26（日）

9月の柔道整復師会
休日当直当番

9月の柔道整復師会
休日当直当番

9月の柔道整復師会
休日当直当番

9月の柔道整復師会
休日当直当番

9月の柔道整復師会
休日当直当番

9月の柔道整復師会
休日当直当番

9月の柔道整復師会
休日当直当番

9月の柔道整復師会
休日当直当番

9月の柔道整復師会
休日当直当番

9月の柔道整復師会
休日当直当番

9月の柔道整復師会
休日当直当番

9月の柔道整復師会
休日当直当番

9月の柔道整復師会
休日当直当番

9月の柔道整復師会
休日当直当番

9月の柔道整復師会
休日当直当番

9月の柔道整復師会
休日当直当番

9月の柔道整復師会
休日当直当番

9月の柔道整復師会
休日当直当番

9月の柔道整復師会
休日当直当番
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9月の柔道整復師会
休日当直当番

柔
じゅう

道
どう

整
せい

復
ふく Bonesetter

Clinica de osteopatia

と　き　10月11日b 9:30～12:00
ところ　市立博物館旧松永家住宅
定　員　親子20組40人（先着順）
受講料　200円　※当日徴収
申し込み　 9 月28日cの9:00から受
け付けます。電話で市立博物館へ

お 茶 手 も み 体 験
1 市立博物館　21-3380

と　き　10月11日b 14:00～15:30
ところ　市立博物館旧松永家住宅
講　師　日本茶インストラクター
定　員　20人（応募者多数の場合抽せん）
受講料　無料
申し込み　 9 月30日までに直接また

は電話で農政課へ

おいしいお茶の入れ方教室
1 農政課　55-2781

①実務に役立つエクセル中級教室
と　き 11月10日～12月 3 日　　　　　

毎週水・金曜日　計 8回　
19:00～21:00

②初心者のためのエクセル・インタ
ーネット・メール教室

と　き 11月16日～12月16日　　　　　
毎週火・木曜日　計 8回　
10:00～12:00

③自分のデジタルカメラを使って楽
しもう教室

と　き 11月 9 日～12
月 9 日
（11/23を除く）
毎週火・木曜日　計10回　
19:00～21:00

※11/21aは10:00～12:00で開講します。
④初心者ワード年賀状作成教室
と　き 11月10日～12月 3 日　　　　　

毎週水・金曜日　計 8 回　
10:00～12:00

……　①～④とも　……
ところ ラ・ホール富士 7階OAルーム
対　象 勤労者及び一般
定　員　各20人（応募者多数の場合抽せん）
受講料　各 1万円（テキスト代含む）
申し込み　 9 月28日～10月3 日の9:00
～20:30に、直接ラ・ホール富士へ
※①～④とも代理申し込みについて
は 1人のみできます。当せん者は
病気など特別な理由がない限りキ
ャンセルできません。

※③は申し込みのとき申込用紙にデ
ジタルカメラのメーカー名及び機
種名を記入してください。携帯電
話のカメラでは参加できません。

ラ・ホール富士自主事業
1 ラ・ホール富士　53-4300 市民れんらく版

市民れんらく版
★行政書士・土地家屋調査士無料相談
と　き　10月 1 日f 10:00～15:00
ところ 市役所 2階ロビー
相談内容 建設業許可申請・変更届、
自動車の登録など／土地の調査測
量・文筆、土地地目変更の登記など
問い合わせ 県行政書士会富士支部 神
尾 方 122-0090／県土地家屋調査士
会富士支部 佐野 方　164-2461

★司法書士無料法律相談
と　き　10月 2 日g 13:30～15:30
ところ ラ・ホール富士
相談内容 不動産の権利に関する登

記、消費者金融などからの
多重債務に関する問題など

問い合わせ 県司法書士会富士支部
仲澤　方　155-3737

★こころのボランティア講座
と　き　10月 8 日f・15日f・22日f

29日f、12月 6 日b 13:30～16:00
ところ フィランセほか
内　容 講話、施設見学、交流会など
定　員 35人（先着順）
受講料 無料
申し込み 10月 1 日までに電話で富
士健康福祉センターへ 165-2155

★富士ミューズフルートアンサンブル
第21回定期演奏会
と　き　 9 月20日b

開場13:30 開演14:00
ところ ロゼシアター小ホール
入場料 800円
問い合わせ かやはら音楽事務所　

151-3780

①第 2 回 キッズエアロビクス教室
と　き 10月16日～12月18日　
毎週土曜日 計10回 10:00～11:30

ところ 温水プール研修室
対　象　小学生　 受講料　4,000円
定　員　30人（応募者多数の場合抽せん）
②第 2 回 ボディーシェイプアップ教室
と　き 10月18日～12月20日　
毎週月曜日 計10回 19:00～20:30

ところ 温水プール研修室
対　象　一般　　受講料　4,000円
定　員　30人（応募者多数の場合抽せん）

……　①②とも　……
申し込み　10月 3 日aの8:30～9:00
に、本人またはその家族が受講料
を持参し、温水プールへ

※①は申し込み時に印鑑が必要です。

各種スポーツ教室
1 施設利用振興公社　36-2131



（15）

10月 1 日～ 7 日は全国労働衛生週
間です。職場の安全衛生について学
んでみませんか。
と　き 10月 7 日e

開場18:00 開講18:30
ところ ラ・ホール富士 5 階研修室
内　容 “元気ほんわか”ストレス

回復講座
対　象 市内在住・在勤の人
定　員 150人　　受講料 無料
講　師 遠藤昌弘さん（メンタル・サ

働く人の労働安全衛生講座
1 商業労政課　55-2778

仕事と家庭の両立について一緒に
考えてみませんか。
と　き 10月19日c

開場18:00 開演18:30
ところ　ラ・ホール富士 5階研修室
内　容　講演「仕事、家庭、“両立”

ってどうやんねん？」
対　象　市内在住・在勤の人
定　員　150人　　受講料　無料
講　師　大谷

おおたに

由里子さん（2志
し

縁
えん

塾代
表取締役）

申し込み 10月14日までに直接また
は電話で商業労政課へ

※託児コーナーあり（要予約・無料）。

仕事と家庭両立支援セミナー
1 商業労政課　55-2778

と　き　10月 3 日a 10:00～12:00
ところ　ラ・ホール富士 7階AVルーム
内　容 マイホームに関する税金や

資金計画について
定　員　45人程度
参加費　無料
申し込み　 9 月30日までに直接また

は電話で商業労政課へ
※託児コーナーあり（要予約・無料）。

富士市マイホームセミナー
1 商業労政課　55-2778

と　き　 9 月30日～12月 2 日　各木
曜日（11/11除く）計 8 回（ 9 /30
は13:00～15:30、11/18・25は時間
指定）9:15～11:30

ところ　フィランセ西館 4階ホール
内　容　ウォーキング、ストレッチ

体操など
対　象 市内在住でコレステロール

・中性脂肪の値が要指導の
40～64歳の人

定　員　30人
受講料　500円（スポーツ保険料）
申し込み　 9 月24日までに電話で保

健福祉センターへ

健康ウォーキング講座
1 保健福祉センター　64-8993

は9:30～12:15、11/29は時間指定）
13:30～15:30

ところ　フィランセ西館
内　容　医師の話「糖尿病とは」、食
事療法の基礎、運動療法の話と実
技、個別健康相談、調理実習

対　象 血糖値が高く改善の必要が
ある40～69歳の人及びその家族、
血糖値の高い血縁者がいる人など

定　員　20人
受講料　調理実習時の材料費を一部

自己負担
持ち物　健診結果、筆記用具、健康

手帳（ある人のみ）
申し込み　 9 月27日までに電話で保

健福祉センターへ

と　き　10月 3 日a 9:30～13:00
ところ　市立博物館
内　容　落花生の収穫、ゆで落花生

づくり、トウモロコシの粉
を使っただんごづくり

定　員　親子20組40人（先着順）
参加費　200円（保険料含む）

※当日徴収
持ち物　昼食、水筒、汚れてもよい

服装、軍手、ビニール袋
申し込み　 9 月20日bの9:00から受
け付けます。電話で市立博物館へ

ゆで落花生ととうもろこし団子づくり
1 市立博物館　21-3380

富 士 の 型 染 教 室
1 市立博物館　21-3380

と　き　10月20日、11月17日、12月
15日、平成17年 1 月19日、
2 月16日、3 月16日 各水
曜日 計 6 回 9:30～15:30

ところ　市立博物館工芸棟染色室
定　員　20人（先着順）
受講料　2,000円（材料費別途）
申し込み　10月 1 日fの9:00から受

け付けます。直接または電
話で市立博物館へ

と　き　10月 3 日a 9:30～12:00
ところ　市立博物館北側実習室
定　員　20人（先着順）
参加費　500円
持ち物　エプロン、タオル
申し込み　当日直接市立博物館へ
※完成した作品は後日郵送します。

第5回　手すき和紙体験
～カレンダーづくり～

1 市立博物館　21-3380

と　き 10月21日e・22日f

9:00～16:30
ところ 消防防災庁舎 7 階大会議室
定　員 130人（先着順）
受講料 3,500円（テキスト代含む）
申し込み 9 月27日bから受け付け

ます。受講申請書（消防本
部予防課で配布）、写真 1 枚
（縦4 ㎝×横3 ㎝）、受講料を
持参し、消防本部予防課へ

平成16年度　第 2 回
甲種防火管理者資格付与講習会

1 消防本部予防課　55-2859

ポートNetwork
ネ ッ ト ワ ー ク

代表）
申し込み 10月 4 日までに直接また

は電話で商業労政課へ

糖 尿 病 予 防 教 室
1 保健福祉センター　64-8993

と　き　10月 4 日b・12日c・18日
b・25日b、11月 1 日b・ 8 日b

・15日b・29日b 計 8 回（11/ 8

事業所、自主防災会組織などの団
体に所属する人がこの講習を修了し、
資格を取得することにより、所属団
体の構成員に救命講習会で指導する
ことができます。
と　き　次の 9 日間のうち 3 日間で
Ａ→Ｂ→Ｃの順に受講
Ａ：10月 5 日c、11月 6 日g、12月 7 日c

Ｂ：10月 6 日d、11月13日g、12月 8 日d

Ｃ：10月 7 日e、11月21日a、12月 9 日e

受講時間　 3 日間（各 8 時間）
定　員　各日20人（先着順）
受講料　3,200円（テキスト代）
申し込み　Ａの受講希望日の前月22

日までに受講料を持参し、
消防本部警防課へ

応急手当普及員養成講習会
1 消防本部警防課　55-2856
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夏の終わりを告げるかのように、
アテネオリンピックが閉幕しまし
た。日本人選手の大活躍は私たち
に勇気と感動を与えてくれました。
選手たちの笑顔の裏には過酷な練
習と精神力の強さがあると思いま
す。それを胸に刻み、私も日々の

人　口　243,263人 （前月比－100）
男　120,869人 （－24）
女　122,394人 （－76）

世　帯　86,186世帯（－60）8月1日現在
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運動不足を解消したいです。そし
て、目指せ北京！なんちゃって…。
ちなみに、運動神経は遺伝では
なく、 0 歳～ 6 歳の間にどれだけ
運動したかで決まるそうです。将
来、富士市からオリンピック選手
が出てくれるといいですね。（ひ）
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、
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で
地
区
体
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さ
れ
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と
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当
時
は
、
青
年
団
が
中
心
と
な
り
、
大
運
動

会
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
し
た
。
走
り
幅
跳
び

や
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
記
録
会
的
な
要
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が
強
か

っ
た
で
す
ね
。
昼
休
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、
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を
楽
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み
ま
し
た
。
ま
た
、
大
き
い
町
内
で
は
、
選
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考
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現
在
は
、
個
人
競
技
が
少
な
く
、
多
く
の
人

が
参
加
で
き
る
よ
う
、
リ
レ
ー
形
式
の
団
体
競

技
が
ふ
え
ま
し
た
。
体
育
祭
は
夏
祭
り
同
様
、

地
域
の
貴
重
な
行
事
で
あ
り
、
優
勝
に
向
け
て

町
内
の
結
束
力
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
ふ
だ

ん
出
会
わ
な
い
人
と
交
流
も
深
ま
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

地
域
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し
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運営に携わる今泉地区生涯学習推進会

会　長　鈴木光
みつ

代
よ

さん（中央・今泉 2 ）

副会長　小
お

穴
あな

菅
すが

登
と

さん（右・今泉 9 ）

体育保健部長 杉山清
きよし

さん（左・今泉 1 ）
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▼現在の今泉地区体育祭




